
暁 R 関西シニア(O-70)リーグ報告 

 

日 時：2023年 6月 29日（木）晴 

場 所：高槻市総合スポーツセンター青少年 G（人工芝） 

参加者：第 1試合 14名、第 2試合 12名 

 

第 1試合 10時 50分～ 

  暁 FC ０-０ 神戸 FC 

 

前半立ち上がりはパスも回り押し気味に試合を進めるが、時間が過ぎるにつれてパスミスも目立つよ

うになり一進一退の展開で進む。 

10分、川上から小田へ小田から牛場へスルーパスは通らず。 

18分、牛場がドリブルで持ち込みコーナーキックを得るが得点ならず。 

19分、瀬戸から小田へパス、小田が左からシュートするも GKキャッチ。 

後半、メンバー3人交代するも、前半の後半のように目立った攻撃はなく、暑さのせいか動きが重い。

相手も同じである。相手のシュートもなく守備は良かったが攻撃が単調な攻めでパスを繋いで攻める

事があまりなかった。また、パスを出した後の走がない。神戸戦は、いつも第 1試合が多く、相手に合

わせた試合をしてしまう暁の悪い癖である。 

 

第 2試合 14時 10分～  

  暁 FC ５-０ 奈良 FC    

   前半 ２-０（得点者：牛場１、久世１） 

   後半 ３-０（得点者：牛場１、林俊２） 

 

前半 5分、林からのパスを牛場シュートするも外す。 

11分、ペナルティーエリア外で相手にハンドのファール、フリーキックを牛場がゴール右上に決める。 

18分、久世がドリブルで持ち込み相手DFをかわし、ゴロで速いセンターリング(林へのパス)がDF

の足にあたりゴール。 

前半はほとんど敵陣でプレーし、パスも良く繋げていた。 

後半 5分、相手陣地の中盤で林から久世にパスを戻す。久世がドリブルで持ち込みゴールエリア右サ

イドからゴロで林に折り返し、林がシュートを決める。 

8分、林から中央右の牛場へパス、牛場がドリブルで持ち込みバイタルエリア外からシュ－トゴールを

決める。 

17分、久世から左サイド小田へパスが繋がり左ペナルティーエリア外側から絶好のシュート。GKが弾

いたボールを詰めていた林が DFと競り合いプッシュシュ－トゴールを決める。 

奈良戦については、2試合目だからか神戸戦より全員が良く走れていた。お互いの声掛けも良くパス

が繋がった。特に DFからの指示が良く攻守のバランスが良かった。 

 

報告者 内藤 邦介・下岡 正弘・中山 養一 

 

 

 



 


